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信濃東信線 ギャロッピング対策工事について 

 

１ 工事理由 

  2015 年 3 月 2 日、信濃東信線の停止に伴い、長野県北東中部（長野市・上田市・松本市・    

安曇野市など）の広範囲にわたり停電が発生し、多くのお客さまに多大なご迷惑をおかけいた

しました。 
  当社において、停電原因を調査した結果、湿った雪が付着した電線に風が継続的に吹き付け

ることにより電線が上下運動するギャロッピング現象によるものであると特定しました。 
  その後、送電設備の設置状況や気象状況の分析を行った結果、ギャロッピング対策が必要な

箇所を選定し、信濃東信線においては、No2～No 4 鉄塔間をはじめとした 18 径間で対策工事

を実施することといたしました。 
 

２ 対策工事の概要 

線 路 名 27 万 5 千 V 信濃東信線（2 回線） 

対策箇所 18 径間（No2～No4 鉄塔間を含む） 
工事内容 ルーズスペーサ、相間スペーサの取付 

 

３ 位 置 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 工事工程 

 
2015 年 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

調査設計          

仮設工事          

鉄塔改造工事          

ギャロッピング対策工事          

撤去工事          

 

５ 取付ける対策品 

対 策 品 仕 様 取付個数（18 径間分） 

ルーズスペーサ 重さ：約 18kg/個  大きさ：約 50cm×約 50cm 714 個 

相間スペーサ 重さ：約 170～190kg/個  長さ：約 8.3m～10m 60 個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

資 料 3 

出典：古河電工パワーシステムズ 
「AEW 技報第 40 号」 

ルーズスペーサの取付 

電線把持部が回転可能（ルーズ）な構造のライン

スペーサ。ルーズ構造により翼状に着氷雪が発達

するのを抑制するとともに、それぞれの電線が受

ける風の影響を不均一にすることで、電線の大き

な揺れを抑制する 

風 

松本市 

塩尻市 

上田市 

佐久市 

この地図は国土地理院の電子地形図を使用したものである。 

相間スペーサの取付 

有機がいしを用いた棒状スペーサを相間に取り

付けることにより，電線の振幅を抑制し、電線

同士の接近・接触を防止する 

相間スペーサ 

： 着氷雪 

： ルーズ把持部 

： 固定把持部 

： 捻 れ 

： 揚 力 
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